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実証した点が評価される。 
論文に記述された数式を用いて行われたシミュレーションでは矛盾する結果がでなかっ
たこと、これまでの小笠原氏のこの分野で発表された論文で発表された数式を基に本論文の
数式はさらに展開されたものである点が確認された。必要な数式は十分に展開されており、
結論もそれをサポートしており、また項目反応理論をもちいる教育テストデータの分析の実
務にこの理論的な博士論文はおおきな貢献であると判断される。 
よって，本論文は博士（教育情報学）の学位論文として合格と認める。 
 
